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近
年
、
本
学
中
央
図
書
館
特
別
資
料
室
に
収
蔵
さ
れ
た
貴
重
本
の
中
か
ら
、
中
世
歌
書
四
点
に
つ
い
て
紹
介
を
行
い
た
い
。
一　
愚
見
抄
　
鵜
鷺
系
偽
書
と
呼
ば
れ
る
藤
原
定
家
に
仮
託
さ
れ
た
歌
論
書
の
一
つ
で
、
鎌
倉
時
代
末
期
成
立
と
さ
れ
て
い
る
。
以
下
紹
介
す
る
早
大
本
は
、
冷
泉
家
系
統
の
一
本
と
考
え
ら
れ
る
。
　
列
帖
装
一
帖
本
。
金
茶
色
の
無
地
表
紙
中
央
に
直
書
き
で
「
愚
見
抄　
一
□
」。
寸
法
は
縦
二
三
・
七
セ
ン
チ
、
横
一
六
・
三
セ
（
部
カ
）
ン
チ
。
本
文
料
紙
は
鳥
の
子
。
全
二
一
丁
、
う
ち
遊
紙
は
首
一
丁
、
尾
二
丁
。
遊
紙
の
尾
一
丁
目
と
二
丁
目
、
二
丁
目
と
裏
表
紙
の
間
の
計
二
丁
に
切
断
の
跡
あ
り
。
墨
付
一
八
丁
。
一
面
八
行
、
和
歌
は
一
字
下
げ
で
一
首
一
行
書
き
。
室
町
時
代
後
期
写
。
墨
付
一
八
丁
目
左
に
方
形
重
郭
朱
印
。
裏
表
紙
見
返
し
右
に
、
本
文
別
筆
で
「
黒
付
紙
数
十
八
枚
白
紙
五
枚
也
」
と
あ
る
。
奥
書
は
、
一
八
丁
（
マ
マ
）
目
に
「
建
保
四
年
拾
月
十
三
日　
終
功
畢
／
遺
老
藤
原
定
家
朝
臣
」。
桐
製
の
箱
に
収
め
ら
れ
、
蓋
の
表
に
「
四
十
八
（
稿
者
注
、
朱
書
）
／
藤
原
朝
臣
定
家
卿
筆
／
愚
見
抄　
一
部
／
仏
眼
院
蔵
」、
同
裏
に
「
従
建
保
四
年
至
天
保
十
四
年
星
霜
六
百
廿
八
年
」（
い
ず
れ
も
本
文
別
筆
）
と
あ
る
。
付
属
資
料
は
、
①
縦
三
八
・
八
セ
ン
チ
、
新
収
の
中
世
歌
書
四
点
―　　―
新
収
の
中
世
歌
書
四
点
　
―
愚
見
抄
・
夏
日
同
詠
百
首
和
謌
（
細
川
持
之
百
首
）・
東
寺
金
勝
院
本
祐
自
筆
歌
巻
・
　
太
神
宮
法
楽
百
首
（
十
市
遠
忠
百
首
）
―
　
井　
上　
宗　
雄
小　
林　
大　
輔
酒　
井　
茂　
幸
横
一
三
・
五
セ
ン
チ
の
紙
片
「
第
三
十
七
番
／
藤
原
朝
臣
定
家
卿
筆
」。
中
央
に
仏
眼
院
の
方
形
重
郭
朱
印
。
②
縦
一
五
・
八
セ
ン
チ
、
横
一
一
・
九
セ
ン
チ
の
小
紙
片
「
三
十
七
」（
整
理
番
号
カ
。
箱
の
蓋
表
の
左
上
に
こ
の
小
紙
片
の
剥
離
の
跡
あ
り
）。
中
央
に
方
形
重
郭
朱
印
。
　
『
愚
見
抄
』
の
伝
本
は
、
吉
原
克
幸
が
Ⅰ
類
本
と
Ⅱ
類
本
に
分
類
し
、
Ⅰ
類
本
を
さ
ら
に
「
甲
類
（
冷
泉
家
系
統
）」
と
「
乙
類
（
飛
鳥
井
家
系
統
）」
と
に
細
分
し
て
い
る
（
吉
原
克
幸
「『
愚
見
抄
』
の
研
究
―
そ
の
伝
本
と
龍
谷
大
学
蔵
本
の
翻
刻
―
」『
中
世
文
芸
論
稿
』
一
一
、
一
九
八
九
・
三
）。
Ⅱ
類
本
は
、
Ⅰ
類
本
の
諸
本
に
比
し
て
特
異
な
本
文
を
有
す
る
龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館
蔵
本
（
〇
二
一
―
三
四
三
―
一
）
の
み
で
あ
る
。
Ⅰ
類
本
の
「
甲
類
（
冷
泉
家
系
統
）」
と
「
乙
類
（
飛
鳥
井
家
系
統
）」
の
違
い
は
、「
乙
類
（
飛
鳥
井
家
系
統
）」
の
方
が
、
宋
世
（
飛
鳥
井
雅
康
）
が
「
関
民
部
大
輔
盛
貞
」
に
与
え
た
一
本
（
東
北
大
学
付
属
図
書
館
蔵
三
春
秋
田
家
旧
蔵
本
。
片
野
達
郎
が
『
文
芸
研
究
』
六
六
、
一
九
七
〇
・
一
二
に
翻
刻
）
か
ら
派
生
し
た
系
統
の
伝
本
で
、
本
文
の
小
異
は
、
飛
鳥
井
家
伝
来
後
の
「
書
き
換
え
」
や
「
誤
写
」
に
よ
る
と
さ
れ
る
。
近
時
、
室
町
時
代
初
期
の
書
写
に
か
か
る
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
が
出
現
し
、
影
印
も
公
刊
さ
れ
た
（
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
第
二
期
第
四
〇
巻
『
中
世
歌
学
書　
書
目
集
』〈
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
五
〉
所
収
、
解
題
島
津
忠
夫
執
筆
）。
現
在
、
伝
存
が
確
認
さ
れ
る
Ⅰ
類
本
の
諸
伝
本
は
、
吉
原
論
文
掲
出
の
諸
本
に
、
新
出
の
五
本
を
加
え
た
、
以
下
の
一
八
本
で
あ
る
（
新
出
の
五
本
の
分
類
基
準
は
後
述
）。
　
　
甲
類
（
冷
泉
家
系
統
）
①
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本　
〈
略
称
「
冷
泉
家
本
」〉
②
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
為
広
筆
本
（
未
見
。
前
掲
『
中
世
歌
学
書　
書
目
集
』
解
題
に
紹
介
が
あ
り
、
書
誌
も
備
わ
る
）　
〈
略
称
「
為
広
筆
本
」〉
③
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
本　
〈
略
称
「
早
大
本
」〉
④
国
文
学
研
究
資
料
館
寄
託
久
松
本
（
一
一
―
一
一
八
）　
〈
略
称
「
久
松
本
」〉
⑤
三
康
文
化
研
究
所
付
属
三
康
図
書
館
蔵
『
八
代
集
秀
逸　
藤
原
定
家
卿
撰
／
愚
見
抄　
同
卿
撰
』（
五
―
一
二
九
三
）
所
収
本　
〈
略
称
「
三
康
本
」〉
⑥
兼
築
信
行
蔵
『
愚
秘
抄　
全
』
所
収
本　
〈
略
称
「
兼
築
本
」〉
―　　―
⑦
寛
文
一
二
年
八
尾
市
兵
衛
刊
『
和
歌
指
南
／
定
家
卿
十
体
和
歌
』
所
収
本
（
以
下
は
、
篠
山
教
育
委
員
会
青
山
文
庫
蔵
本
（
八
〇
二
）
に
拠
る
）　
〈
略
称
「
寛
文
本
」〉
⑧
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
付
属
図
書
館
黒
川
文
庫
蔵
本
（
Ｄ
一
四
四
）　
〈
略
称
「
黒
川
本
」〉
⑨
続
群
書
類
従
本
⑩
東
大
寺
図
書
館
蔵
『
道
考
藤
原
朝
臣
定
家
«
』（
四
一
―
二
二
三
）　
〈
略
称
「
東
大
寺
本
」〉
　
乙
類
（
飛
鳥
井
家
系
統
）
⑪
東
北
大
学
附
属
図
書
館
三
春
秋
田
家
旧
蔵
『
歌
の
読
か
た
』
（
丙
Ａ
・
一
―
一
一
・
八
二
）　
〈
略
称
「
三
春
本
」〉
⑫
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
宋
世
口
伝
』（
一
五
四
―
九
〇
）
⑬
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
池
底
叢
書　
五
十
三
』（
一
〇
四
―
一
二
）
所
収
『
京
極
黄
門
和
歌
髄
脳
』
⑭
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
蔵
三
井
文
庫
旧
蔵
『
宋
世
読
方
』
⑮
内
閣
文
庫
蔵
『
和
歌
八
部
書
』（
二
〇
四
―
一
四
八
）
所
収
『
定
家
卿
読
方
集
』
⑯
実
践
女
子
大
学
図
書
館
山
岸
文
庫
蔵『
定
家
卿
読
方
集　
完
』
（
一
六
二
）
⑰
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
（
鷹
―
七
三
三
）
⑱
筑
波
大
学
付
属
図
書
館
蔵
本
（
ル
二
〇
五
―
一
三
）
早
大
本
は
、乙
類
（
飛
鳥
井
家
系
統
）
の
多
く
が
有
す
る
宋
世
（
雅
康
）
の
奥
書
を
欠
き
、
本
文
的
に
も
甲
類
の
冷
泉
家
系
統
に
属
す
る
。
ま
ず
、
前
掲
吉
原
論
文
の
本
文
の
分
類
基
準
に
基
づ
き
、
具
体
的
事
例
を
掲
出
す
る
と
、
吉
原
は
、
甲
類
と
乙
類
の
異
同
と
し
て
次
の
八
箇
所
を
挙
げ
て
い
る
（
吉
原
論
文
で
は
甲
類
の
本
文
と
頁
・
行
を
、
付
載
の
龍
谷
大
学
蔵
本
の
翻
刻
に
拠
っ
て
い
る
が
、本
稿
で
は
便
宜
上
『
日
本
歌
学
大
系
』
第
四
巻
に
拠
る
。〈
略
称
「
歌
学
大
系
本
」〉。
∫
は
歌
学
大
系
本
は
乙
類
の
本
文
の
た
め
、
本
文
の
み
寛
文
本
に
拠
っ
た
。
三
春
本
は
前
掲
片
野
論
文
の
翻
刻
に
拠
る
。
以
下
、
同
様
）。
∏
歌
に
よ
る
べ
き
訓
に
や
（
甲
類
）、
歌
に
よ
る
べ
き
に
や
と
云
々
（
乙
類
）
三
五
五
頁
二
行
目
π
心
う
る
は
し
き
歌
さ
ま
な
れ
（
甲
類
）、
心
う
る
は
し
き
さ
ま
な
れ
（
乙
類
）
三
五
五
頁
一
六
行
目
∫
物
哀
体
の
哥
の
中
に
（
甲
類
）、
有
心
体
の
哥
な
る
中
に
（
乙
新
収
の
中
世
歌
書
四
点
―　　―
類
）
三
五
六
頁
一
〇
行
目
ª
四
方
の
紅
葉
ば
（
甲
類
）、
峯
の
紅
葉
ば
（
乙
類
）
三
五
七
頁
七
行
目
º
歌
の
本
実
（
甲
類
）、
歌
の
本
意
（
乙
類
）
三
五
八
頁
一
行
目
Ω
大
事
に
な
り
侍
る
也
（
甲
類
）、
大
事
に
侍
る
也
（
乙
類
）
三
五
八
頁
一
八
行
目
æ
詞
の
取
捨
に
て
（
甲
類
）、
言
葉
の
用
捨
に
て
（
乙
類
）
三
五
九
頁
二
行
目
ø
後
の
歌
は
（
甲
類
）、
此
の
哥
は
（
乙
類
）
三
六
〇
頁
四
行
目
こ
の
本
文
の
分
類
で
は
、
早
大
本
は
全
て
甲
類
の
本
文
を
有
し
て
い
る
。
早
大
本
は
書
写
奥
書
を
持
た
な
い
が
、
同
じ
甲
類
の
黒
川
本
・
続
群
書
類
従
本
に
は
、
為
広
の
「
真
跡
本
」（
前
掲
『
中
世
歌
学
書　
書
目
集
』
解
題
は
現
存
の
為
広
筆
本
と
す
る
。稿
者
未
見
）
を
「
養
子
清
通
」
に
課
し
て
模
写
さ
せ
た
旨
の
、
寛
政
一
〇
年
（
一
六
三
五
）
八
月
の
屋
代
弘
賢
の
奥
書
が
あ
る
。
前
掲
の
本
文
の
分
類
の
内
、
∫
以
外
の
七
箇
所
は
、
黒
川
本
・
続
群
書
類
従
本
と
も
全
て
甲
類
の
本
文
で
あ
る
。
そ
し
て
、
両
本
が
為
広
筆
本
か
ら
の
忠
実
な
転
写
本
と
す
る
と
、
為
広
筆
本
も
同
様
な
本
文
の
可
能
性
が
高
い
。
と
こ
ろ
が
、
冷
泉
家
本
は
、
π
ª
Ω
æ
ø
は
甲
類
の
本
文
で
あ
る
が
、
∏
∫
º
が
乙
類
の
本
文
に
な
っ
て
い
る
。
冷
泉
家
本
は
、
室
町
時
代
初
期
写
で
、
冷
泉
為
秀
筆
に
極
め
て
近
く
、
為
秀
筆
本
の
転
写
か
と
さ
れ
て
い
る
（
前
掲
『
中
世
歌
学
書　
書
目
集
』
解
題
）。
よ
っ
て
甲
類
に
分
類
す
べ
き
伝
本
に
相
違
な
く
、
問
題
は
、
甲
類
の
他
の
数
本
の
本
文
に
存
す
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
三
例
に
つ
い
て
、
本
文
批
判
を
試
み
る
と
、
∏
º
は
、
冷
泉
家
本
以
外
の
甲
類
の
諸
本
は
甲
類
の
本
文
で
あ
る
が
、
∏
は
「
に
云
々
」（
早
大
本
「
訓
」
ナ
シ
）
が
、
書
写
過
程
で
省
略
さ
れ
た
可
能
性
が
高
く
、
º
も
「
本
実
」
は
字
体
の
類
似
に
よ
る
誤
写
で
あ
ろ
う
。
∫
は
、
続
群
書
類
従
本
等
甲
類
の
諸
本
の
中
で
も
、乙
類
の
本
文
の
伝
本
が
あ
り
（
歌
学
大
系
本
は
、
底
本
が
続
群
書
類
従
本
で
あ
る
た
め
乙
類
の
本
文
な
の
で
あ
る
）、「
物
哀
体
」
の
本
文
の
優
位
性
は
低
く
、
意
味
的
に
も
、「
物
哀
体
」
の
説
明
に
「
物
哀
体
の
哥
の
中
に
ま
ゝ
あ
る
に
や
」
と
あ
る
の
は
不
自
然
で
、
誤
写
の
蓋
然
性
が
高
い
。
こ
う
し
た
事
例
は
、
冷
泉
家
伝
来
の
諸
本
の
本
文
に
、
書
写
過
程
で
誤
写
や
誤
脱
に
よ
り
小
異
が
生
じ
た
こ
と
を
示
す
。
そ
し
て
、
前
述
の
よ
う
に
、
黒
川
本
・
続
群
書
類
従
本
の
本
文
は
、
書
写
奥
書
の
記
載
に
よ
る
と
―　　―
概
ね
為
広
筆
本
ま
で
遡
り
得
、
∏
º
の
異
同
は
、
為
広
筆
本
前
後
の
書
写
段
階
で
生
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
早
大
本
は
、
こ
れ
以
後
の
段
階
の
本
文
を
伝
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
次
に
、
三
春
本
と
早
大
本
と
の
本
文
異
同
の
内
、
甲
類
の
複
数
の
諸
本
と
共
通
す
る
異
文
を
、主
要
な
事
例
に
限
り
摘
記
す
る
（
三
（
注
）
春
本
・
早
大
本
の
本
文
の
後
、
括
弧
内
に
共
通
異
文
を
持
つ
伝
本
を
列
挙
し
、
他
の
異
文
が
あ
れ
ば
そ
の
本
文
と
伝
本
も
記
す
。
清
濁
の
区
別
は
私
意
。
頁
・
行
は
歌
学
大
系
に
よ
る
）。
さ
る
か
ら
↓
さ
な
が
ら
（
冷
泉
家
本
・
久
松
本
・
三
康
本
、「
さ
り
な
が
ら
」
黒
川
本
・
続
群
書
類
従
本
、
ナ
シ
寛
文
本
。
三
五
四
頁
六
行
目
）、
お
ぼ
え
↓
ナ
シ
（
久
松
本
・
三
康
本
・
兼
築
本
。
三
五
四
頁
一
二
行
目
）、
耳
と
を
に
↓
耳
と
を
き
（
冷
泉
家
本
・
久
松
本
・
三
康
本
・
兼
築
本
、
「
み
ゝ
に
と
を
に
」
寛
文
本
。
三
五
四
頁
一
四
行
目
）、
事
を
ば
↓
こ
と
葉
を
（
冷
泉
家
本
・
久
松
本
・
三
康
本
・
兼
築
本
・
黒
川
本
・
続
群
書
類
従
本
・
東
大
寺
本
）、「
詞
を
ば
」
寛
文
本
。
三
五
四
頁
一
四
行
目
）、
こ
た
へ
す
へ
ぬ
↓
心
へ
す
へ
ぬ
（
冷
泉
家
本
・
久
松
本
・
三
康
本
・
兼
築
本
・
黒
川
本
・
続
群
書
類
従
本
・
東
大
寺
本
）、「
心
え
ぬ
」
寛
文
本
。
三
五
四
頁
一
五
行
目
）、
然
可
体
↓
事
然
可
体
（
冷
泉
家
本
以
下
全
て
。
三
五
五
頁
一
一
行
目
）、
心
得
わ
く
べ
し
↓
心
得
お
く
べ
し
（
久
松
本
・
三
康
本
・
兼
築
本
・
寛
文
本
。
三
五
五
頁
一
七
行
目
）、
麗
体
な
ど
も
↓
麗
体
な
が
ら
も
（
冷
泉
家
本
・
兼
築
本
・
東
大
寺
本
、「
麗
体
な
り
と
も
」
久
松
本
・
三
康
本
・
寛
文
本
。三
五
五
頁
一
七
行
目
）、
和
歌
の
↓
和
漢
の
（
冷
泉
家
本
・
久
松
本
・
三
康
本
・
兼
築
本
・
東
大
寺
本
。
三
五
六
頁
七
行
目
）、
歌
也
↓
体
也
（
冷
泉
家
本
以
下
全
て
。
三
五
六
頁
七
行
目
）、
い
は
る
ゝ
さ
ま
↓
い
は
る
べ
き
さ
ま
（
冷
泉
家
本
以
下
全
て
。
三
五
六
頁
八
行
目
）、
詞
を
↓
心
を
（
三
康
本
・
寛
文
本
・
黒
川
本
・
続
群
書
類
従
本
、「
心
に
」
久
松
本
。
三
五
九
頁
七
行
目
）、
道
肝
に
↓
常
肝
に
（
三
康
本
、「
常
に
肝
に
」
寛
文
本
。
三
五
九
頁
一
二
行
目
）、
お
し
ふ
べ
き
に
や
↓
つ
ゝ
し
む
べ
き
に
や
（
久
松
本
・
三
康
本
・
寛
文
本
。
三
五
九
頁
一
四
行
目
）、
つ
ゝ
し
ま
で
は
↓
つ
ゝ
し
く
は
（
久
松
本
・
三
康
本
。三
五
九
頁
一
八
行
目
）、
返
す 
↓
か
ず 
（
久
松
本
・
三
康
本
・
寛
文
本
・
黒
川
本
・
続
群
書
類
従
本
。
三
六
〇
頁
一
行
目
）、
こ
と
あ
さ
し
↓
こ
と
あ
た
ら
し
（
久
松
本
・
三
康
本
・
寛
文
本
。
三
六
〇
頁
六
行
目
）、
お
ぼ
ら
る
ゝ
こ
と
も
↓
仰
ら
る
ゝ
こ
と
も
（
冷
泉
家
本
以
下
全
て
。
三
六
一
頁
六
行
目
）
三
康
本
・
久
松
本
と
の
共
通
異
文
が
比
較
的
多
い
が
、
そ
の
異
文
新
収
の
中
世
歌
書
四
点
―　　―
が
、
黒
川
本
・
続
群
書
類
従
本
に
も
見
え
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
前
掲
∏
∫
の
異
文
と
同
様
に
、
冷
泉
家
や
そ
の
周
辺
に
お
け
る
書
写
過
程
で
生
じ
た
誤
写
と
考
え
得
る
。
特
に
、
甲
類
の
諸
本
中
で
、
共
通
異
文
を
有
す
る
伝
本
が
少
な
い
ほ
ど
、
誤
写
の
蓋
然
性
が
高
い
。
逆
に
、
冷
泉
家
本
を
含
め
た
全
て
の
甲
類
の
諸
本
と
共
通
す
る
異
文
は
、
三
春
本
の
側
で
生
じ
た
誤
写
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
早
大
本
の
誤
写
・
誤
脱
に
よ
る
独
自
異
文
も
、
詩
十
体
と
て
も
↓
詩
体
と
て
も
（
三
五
五
頁
一
〇
行
目
）、
見
知
せ
よ
↓
見
知
す
（
三
五
五
頁
一
〇
行
目
）、
景
曲
体
と
↓
景
曲
（
三
五
六
頁
四
行
目
）、う
け
ら
れ
ぬ
哥
は
↓
う
け
ら
れ
ぬ
は
（
三
五
九
頁
六
行
目
）、
わ
ざ
と
↓
ナ
シ
（
三
五
九
頁
一
〇
行
目
）
な
ど
、
わ
ず
か
な
が
ら
見
え
る
が
、
三
康
本
・
久
松
本
に
は
書
承
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
両
本
は
、
早
大
本
か
ら
の
転
写
を
経
て
お
ら
ず
、
早
大
本
と
共
通
の
祖
本
か
ら
派
生
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。
早
大
本
は
、
数
少
な
い
甲
類
（
冷
泉
家
系
統
）
の
古
写
本
と
し
て
、
従
来
最
善
本
と
さ
れ
て
き
た
三
春
本
の
本
文
批
判
に
資
す
る
上
、
室
町
後
期
の
冷
泉
家
周
縁
の
伝
来
・
書
写
過
程
に
お
け
る
本
文
の
変
容
の
具
体
相
を
窺
い
得
る
、
注
目
す
べ
き
伝
本
で
あ
る
。
（
注
）　
『
愚
見
抄
』
諸
本
間
の
本
文
異
同
の
全
体
像
、
及
び
新
出
の
冷
泉
家
本
と
Ⅱ
類
本
の
龍
谷
大
学
蔵
本
の
性
格
や
位
置
付
け
に
つ
い
て
は
、
酒
井
「『
愚
見
抄
』
伝
本
考
」（『
国
文
学
研
究
』
一
三
六
、
二
〇
〇
二
・
三
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
（
酒
井
茂
幸
）　
　
二　
夏
日
同
詠
百
首
和
謌
（
細
川
持
之
百
首
）
　
室
町
幕
府
六
代
将
軍
足
利
義
教
に
管
領
と
し
て
仕
え
た
細
川
持
之
が
、『
新
続
古
今
和
歌
集
』
の
撰
歌
資
料
と
し
て
詠
出
し
た
『
永
享
百
首
』
の
自
筆
草
稿
本
（
残
欠
）。
　
二
重
箱
入
り
。
桐
製
の
外
箱
に
、「
細
川
持
之
真
跡
」
と
直
書
。
極
札
二
枚
を
見
返
し
に
貼
る
。「
細
川
殿
持
之
御
真
跡
琴
山
（
黒
）」、
「
細
川
殿
持
之　

　
茂
（
黒
）」
と
あ
り
。
巻
子
本
一
軸
。
牙
軸
。
表
紙
は
、
蜀
江
襷
に
菊
花
紋
と
龍
花
紋
を
織
り
出
し
た
鴬
色
の
裂
地
（
繻
子
）。
後
補
。
寸
法
は
、
天
地
三
四
・
八
セ
ン
チ
、
幅
二
四
・
五
セ
ン
チ
。
外
題
は
な
い
。
見
返
し
に
金
箔
を
散
ら
し
た
打
曇
り
の
斐
紙
を
貼
る
。
本
文
料
紙
は
楮
の
素
紙
。
全
一
一
紙
継
ぎ
。
寸
法
は
、
第
一
紙
及
び
一
一
紙
が
幅
約
五
〇
セ
ン
チ
で
、
そ
百
首
和
哥
加
筆
法
印
堯
憲
―　　―
の
他
は
ほ
ぼ
六
〇
セ
ン
チ
。
全
巻
に
裏
打
ち
が
施
さ
れ
る
が
、
料
紙
の
下
部
が
若
干
切
り
落
と
さ
れ
、
評
詞
も
一
部
欠
損
す
る
。
端
作
、「
夏
日
同
詠
百
首
和
謌　
右
京
大
夫
持
之
」。
字
高
、
三
〇
セ
ン
チ
前
後
。
和
歌
二
行
書
き
。
歌
題
約
二
字
下
げ
。
本
文
は
、
細
川
持
之
の
真
跡
と
比
較
し
て
自
筆
と
認
め
ら
れ
る
。
添
削
や
評
詞
（
注
）
な
ど
の
書
き
入
れ
が
存
し
、
こ
れ
ら
は
別
筆
と
見
ら
れ
る
。
奥
書
等
は
な
い
。
　
巻
頭
の
、
　
　
　
　
立
春
岩
戸
あ
け
し
神
代
の
春
に
立
か
へ
り
か
す
み
そ
め
ぬ
る
朝
日
影
か
な
か
ら
、
　
　
寄
虫
恋
行
秋
を
う
ら
み
む
よ
り
も
き
り

す
な
を
お
も
ひ
あ
る
身
を
も
と
へ
か
し
ま
で
八
三
首
が
伝
存
し
、
以
下
一
七
首
分
は
切
断
さ
れ
た
と
思
し
い
。
　
な
お
、
歴
史
家
三
浦
周
行
が
、
本
書
の
真
偽
を
尋
ね
た
と
見
ら
れ
る
、
矢
野
長
蔵
宛
書
簡
が
添
え
ら
れ
て
い
る
（
消
印
、
明
治
四
一
年
二
月
一
四
日
。
但
し
書
簡
の
日
付
は
三
月
一
〇
日
）。
　
さ
て
、
本
書
所
収
の
和
歌
の
う
ち
、
　
　
擣
衣
さ
と
人
は
さ
そ
な
衣
を
う
ち
わ
ひ
て
ぬ
る
よ
も
夢
も
ま
と
を
な
る
ら
ん
の
一
首
が
、『
新
続
古
今
集
』
に
、「
百
首
歌
た
て
ま
つ
り
し
と
き　
源
持
之
朝
臣
」（
秋
下
・
五
三
四
）
と
し
て
見
え
る
。
右
の
詞
書
の
「
百
首
歌
」
が
『
永
享
百
首
』
を
指
す
こ
と
に
加
え
、「
夏
日
同
詠
百
首
和
謌
」
と
の
端
作
や
、
歌
題
が
す
べ
て
永
享
百
首
題
と
一
致
す
る
こ
と
か
ら
も
、
本
書
が
『
永
享
百
首
』
の
持
之
詠
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
　
『
永
享
百
首
』
は
、
永
享
五
年
（
一
四
三
三
）
九
月
、
二
一
番
目
の
勅
撰
集
で
あ
る
『
新
続
古
今
集
』
の
撰
歌
資
料
と
し
て
詠
進
が
下
命
さ
れ
た
。
看
聞
日
記
（
九
月
二
二
日
条
）
に
は
作
者
四
一
名
が
列
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
持
之
も
「
持
之
朝
臣
」
と
見
え
る
。
諸
人
の
詠
は
、
翌
六
年
の
四
月
半
ば
頃
に
は
お
お
む
ね
出
揃
っ
た
模
様
で
あ
り
、
本
書
の
端
作
も
、
こ
の
年
の
夏
で
あ
る
こ
と
を
示
新
収
の
中
世
歌
書
四
点
―　　―
す
と
見
て
よ
い
（
持
之
、
三
五
歳
）。
　
内
容
を
見
る
と
、
四
首
目
に
位
置
す
る
は
ず
の
「
残
雪
」
歌
が
脱
落
し
、
本
文
と
同
筆
で
行
間
に
補
入
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
四
首
（
簷
梅
・
早
苗
・
関
月
・
寄
海
恋
）
に
歌
句
の
添
削
が
施
さ
れ
、
二
首
（
簷
梅
・
秋
田
）
に
は
評
詞
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
か
ら
、
本
書
は
草
稿
段
階
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
と
考
え
得
る
。
　
で
は
、
評
者
は
誰
か
。
前
掲
し
た
極
札
の
後
者
（
朝
倉
茂
入
の
極
め
）
に
は
、「
加
筆
法
印
堯
憲
」
と
あ
る
が
、
年
齢
的
に
見
て
、
堯
憲
が
評
者
に
な
る
こ
と
は
ま
ず
有
り
得
な
い
（
永
享
六
年
に
は
一
〇
歳
前
後
）。
あ
る
い
は
、「
常
光
院
」
な
ど
と
の
所
伝
が
あ
り
、
堯
孝
（『
新
続
古
今
集
』
の
和
歌
所
開
闔
。
堯
憲
の
養
父
）
で
あ
る
は
ず
の
所
が
誤
ら
れ
た
と
の
推
測
も
で
き
る
。
　
一
方
、『
永
享
百
首
』
に
は
、『
新
続
古
今
集
』
の
撰
者
、
飛
鳥
井
雅
世
が
添
削
・
評
詞
を
加
え
た
、
道
欽
（
貞
成
）
の
草
稿
本
が
現
存
す
る
（「
禁
裏
御
百
首
草
」。
八
六
首
の
残
欠
。『
図
書
寮
叢
刊　
後
崇
光
院
歌
合
詠
草
類
』
所
収
）。
本
書
の
添
削
・
評
詞
の
筆
致
は
、
こ
の
「
禁
裏
御
百
首
草
」
の
そ
れ
と
よ
く
似
た
感
じ
が
あ
る
。
本
書
の
評
者
も
、
雅
世
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
　
『
永
享
百
首
』
の
う
ち
、
こ
れ
ま
で
に
伝
存
が
知
ら
れ
て
い
た
も
の
は
、
板
本
百
首
部
類
に
収
め
る
、
後
花
園
院
、
道
欽
、
二
条
持
基
、
一
条
兼
良
、
足
利
義
教
、
三
条
公
冬
、
道
喜
（
四
条
隆
直
）、
性
脩
（
小
倉
公
種
）、
三
条
西
公
保
、
西
園
寺
公
名
の
一
〇
名
分
（『
新
編
国
歌
大
観
』
四
所
収
）
と
、
個
別
に
伝
わ
る
、
飛
鳥
井
雅
世
、
同
雅
永
、
同
雅
親
、
冷
泉
為
之
、
堯
孝
の
五
名
分
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
道
欽
に
は
、
前
述
の
草
稿
本
も
存
す
る
。
そ
し
て
、
本
書
の
出
現
に
よ
り
、
さ
ら
に
持
之
の
自
筆
草
稿
本
が
加
わ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
本
書
は
、『
永
享
百
首
』
の
新
た
な
一
本
と
い
う
ば
か
り
で
な
く
、
百
首
の
詠
進
過
程
を
具
体
的
に
窺
い
得
る
点
で
も
、
貴
重
な
資
料
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
　
作
者
の
細
川
持
之
は
、
応
永
七
年
（
一
四
〇
〇
）
生
、
嘉
吉
二
年
（
一
四
四
二
）
没
。
四
三
歳
。
法
名
常
喜
。
管
領
細
川
満
元
の
子
。
従
四
位
下
右
京
大
夫
。
永
享
元
年
、
兄
持
元
の
早
世
に
よ
り
家
督
を
継
ぎ
、
同
四
年
管
領
と
な
り
、
将
軍
義
教
の
も
と
幕
政
に
参
画
し
た
。
応
永
二
一
年
（
一
四
一
四
）
頓
証
寺
法
楽
百
首
、
嘉
吉
元
年
松
尾
社
法
楽
続
歌
百
首
な
ど
、
数
多
く
の
幕
府
及
び
武
家
雅
会
に
―　　―
参
加
し
た
。
父
の
満
元
と
と
も
に
、
当
時
を
代
表
す
る
武
家
歌
人
で
あ
る
。『
新
続
古
今
集
』
に
は
四
首
入
集
す
る
。
（
注
）　
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
蔵
短
冊
手
鑑
『
正
木
の
か
つ
ら
』
所
収
持
之
短
冊
の
カ
ラ
ー
写
真
と
比
較
。
写
真
を
御
提
供
下
さ
っ
た
同
美
術
館
学
芸
員
田
中
之
博
氏
、
及
び
種
々
御
教
示
頂
い
た
石
澤
一
志
氏
に
御
礼
申
し
上
げ
る
。
　
な
お
同
短
冊
の
極
め
て
精
確
な
模
刻
が
『
眺
望
集
・
続
眺
望
集
』
（
臨
川
書
店
、
一
九
八
五
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
石
澤
一
志
・
酒
井
茂
幸
「
東
京
国
立
博
物
館
蔵
・
短
冊
手
鑑
（「
振
古
仙
雅
」「
古
今
吹
万
」）
を
め
ぐ
っ
て
―
付
、
京
都
女
子
大
学
図
書
館
蔵　
吉
澤
文
庫
本
「
振
古
仙
雅
」（
板
本
）
影
印
―
」（『
研
究
と
資
料
』
四
四
、
二
〇
〇
〇
・
一
二
）
参
照
。
（
小
林
大
輔
）　
　
三　
東
寺
金
勝
院
本
祐
自
筆
歌
巻
　
室
町
後
期
の
僧
の
歌
三
二
首
に
、
著
名
な
歌
人
・
連
歌
師
で
あ
る
牡
丹
花
肖
柏
が
評
詞
・
合
点
を
加
え
た
小
家
集
。
孤
本
で
あ
る
。
　
巻
子
一
軸
本
で
、
そ
れ
を
収
め
た
桐
箱
の
表
に
、

　
一
巻
　　
と
あ
る
。
表
紙
は
、
薄
緑
色
の
地
に
、
三
重
襷
に
宝
尽
し
紋
の
緞
子
。
見
返
し
は
一
面
に
金
の
切
箔
を
散
ら
し
て
い
る
。
本
文
料
紙
は
楮
紙
、
一
首
二
行
書
き
。
題
は
歌
頭
よ
り
ほ
ぼ
三
、
四
字
下
げ
。
七
紙
継
ぎ
。
天
地
二
三
・
七
セ
ン
チ
、
全
長
約
二
二
五
セ
ン
チ
。
牙
軸
。
お
そ
ら
く
は
も
と
か
ら
巻
子
本
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
一
九
九
七
年
玉
英
堂
書
店
よ
り
購
入
。
極
札
は
「
点
加
筆
牡
丹
花
一
巻
（
琴
山
）」「
東
寺
金
勝
院
本
祐　

（
印
）」（
後
者
の
印
は
朝
倉
茂
入
か
）、
ほ
か
一
枚
。
函
架
番
号
は
、
貴
・
ヘ
四
・
八
〇
七
九
。
　
本
文
冒
頭
右
上
に
「
早
稲
田
／
文
庫
」
の
印
記
、
そ
の
真
下
に
「
興
」（
あ
る
い
は
「
奥
」
と
も
。
一
字
名
か
）
の
一
字
が
あ
っ
て
本
文
（
和
歌
）
に
入
る
が
、
室
町
期
の
大
ぶ
り
な
字
で
、
箱
書
に
あ
る
通
り
本
祐
の
自
筆
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
所
々
に
合
点
が
あ
り
、
添
削
、
短
い
評
詞
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
別
筆
と
見
ら
れ
、
肖
柏
の
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
巻
軸
歌
の
左
下
に
、
廿
一
首
東
寺
金
勝
院
牡
丹
花
加
筆
春
ふ
る
雪
は
加
筆
牡
丹
花
新
収
の
中
世
歌
書
四
点
―　　―
　
夢
（
花
押
）
と
あ
り
、
夢
庵
す
な
わ
ち
牡
丹
花
肖
柏
の
奥
書
と
し
て
よ
い
。
　
巻
頭
部
分
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
　
　
春
　
　
　
浦
立
春


ふ
る
雪
は
積
り
の
う
ら
に
た
つ
な
み
の
は
つ
花
見
せ
て
春
は
来
に
け
り
　
　
　
遠
村
霞
あ
け
ほ
の
や
な
ひ
く
煙
に
立
そ
ひ
て
か
す
み
に
つ
ゝ
く
を
ち
の
ひ
と
む
ら
つ
ゝ
く
の
詞
こ
の
む
　
　
　
　
　
　
　
へ
か
ら
す
　
　
　
古
郷
鶯


う
く
ひ
す
の
人
く
と
い
と
ふ
こ
ゑ
た
に
も
た
え
ゆ
く

は
る
の
雪
の
ふ
る
里
き
こ
え
ぬ
歟
以
下
、
構
成
と
題
な
ど
を
記
し
て
お
く
。
春　
野
春
月
・
残
雪
深
（
点
あ
り
）・
名
所
花
（
同
）・
暮
春
花
（
同
）　
以
上
七
首
夏　
更
衣
朝
（
点
あ
り
）・
岸
卯
花
（
同
）・
夜
郭
公
・
五
月
雨
・
池
夏
草
（
点
あ
り
）　
以
上
五
首
穐　
山
立
秋
（
点
あ
り
）・
七
夕
契
（
同
）・
山
紅
葉
・
海
上
月
（
点
あ
り
）・
野
露
深
・
遠
擣
衣
（
点
あ
り
）・
九
月
尽　
以
上
七
首
冬　
初
冬
草
（
点
あ
り
）・
山
冬
月
・
海
辺
雪
（
点
あ
り
）・
夜
千
鳥
（
同
）・
歳
暮
松
（
同
）　
以
上
五
首
恋　
寄
木
恨
恋
（
点
あ
り
）・
寄
海
逢
恋
（
同
）・
寄
草
契
恋
・
寄
風
絶
恋
（
点
あ
り
）・
寄
月
別
恋
（
同
）　
以
上
五
首
雑　
山
家
松
（
点
あ
り
）・
社
頭
松
・
松
久
友　
以
上
三
首
巻
軸
「
松
久
友
」
の
歌
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
吹
ぬ
ま
は
な
か

さ
ひ
し
い
く
と
せ
か
な
れ
に
し
庭
の
ま
つ
か
せ
の
こ
ゑ
　
す
べ
て
三
二
首
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
定
数
歌
と
呼
ぶ
べ
き
か
。
歌
題
集
成
書
（『
明
題
部
類
抄
』
の
類
）
の
若
干
を
披
見
し
て
も
、
三
二
首
の
定
数
歌
は
な
い
。
こ
こ
で
定
数
歌
論
を
行
う
暇
は
な
い
が
、
先
例
も
な
い
の
で
、
い
ち
お
う
小
家
集
と
み
て
お
い
て
後
考
を
ま
ち
た
い
。
し
か
し
部
立
ご
と
の
歌
数
と
い
い
、
恋
題
は
四
文
字
、
―　　―
他
は
三
文
字
の
複
合
題
で
統
一
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
い
い
、
定
数
歌
的
で
あ
る
の
は
確
か
で
あ
る
。
こ
の
組
題
も
珍
し
く
、
あ
る
い
は
肖
柏
が
作
歌
指
導
の
意
志
を
込
め
て
新
た
に
構
成
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
　
合
点
歌
は
二
一
首
、
添
削
あ
る
歌
九
首
、
評
詞
あ
る
歌
は
四
首
で
、
以
下
、
紙
幅
の
増
大
を
恐
れ
て
評
詞
あ
る
歌
を
掲
げ
て
お
こ
う
（
一
首
は
既
掲
）。
　
　
　
野
春
月
野
へ
の
草
に
積
は
露
の
色
み
え
て
は
る
ふ
る
雪
に
や
と
る
月
か
け
第
四
の
句
不
優
や
　
　
　
五
月
雨
は
れ
や
ら
す
ふ
る
さ
み
た
れ
に
浦
里
の
あ
ま
の
と
ま
や
も
な
み
の
下
庵
第
三
の
句
い
か
ゝ
　
　
　
山
冬
月
山
の
す
か
た
沙
汰
あ
る
事
候
あ
し
引
の
山
の
す
か
た
は
う
つ
も
れ
て
雪
よ
り
い
つ
る
冬
の
夜
の
月
　
「
山
冬
月
」
歌
の
「
山
の
す
か
た
」
は
、『
順
徳
院
百
首
』
に
お
い
て
定
家
が
批
判
し
た
も
の
で
、『
愚
問
賢
注
』
に
も
そ
れ
は
引
か
れ
て
い
る
。
か
く
し
て
右
の
評
詞
あ
る
四
首
は
、
欠
点
を
指
摘
し
た
も
の
で
、
何
れ
も
点
は
得
て
い
な
い
。
　
こ
の
詠
草
が
本
祐
な
る
人
物
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
実
は
既
掲
の
極
札
の
一
枚
と
箱
書
と
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
の
み
で
、
そ
の
事
実
性
を
確
か
め
る
術
は
な
い
の
だ
が
、
お
そ
ら
く
は
由
緒
あ
る
伝
承
乃
至
は
書
き
付
け
に
よ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
今
そ
れ
を
信
ず
る
外
は
な
い
。
た
だ
し
そ
の
本
祐
に
つ
い
て
も
、
東
寺
金
勝
院
の
僧
で
あ
る
と
し
か
分
ら
な
い
。
も
ち
ろ
ん
専
門
歌
人
で
は
な
く
、
和
歌
を
好
む
数
寄
の
僧
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
村
あ
し
の
か
け
の
や
と
り
も
寒
か
ら
し
霜
夜
の
月
に
千
と
り
な
く
な
り
（
夜
千
鳥
）
う
し
と
て
も
よ
し
や
い
と
は
し
世
の
中
を
の
き
は
の
山
の
ま
つ
の
秋
か
せ
（
山
家
松
）
な
ど
、
一
応
と
と
の
っ
た
歌
も
見
え
る
が
、
全
体
と
し
て
は
ほ
ぼ
非
専
門
の
人
の
レ
ベ
ル
を
示
し
た
歌
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
因
新
収
の
中
世
歌
書
四
点
―　　―
み
に
、
金
勝
院
は
、
例
え
ば
松
永
昇
道
編
『
東
寺
沿
革
畧
誌
』（
大
正
五
年
刊
）
で
は
、「
現
今
に
て
は
、
観
智
院
、
宝
菩
提
院
、
金
勝
院
の
三
箇
寺
な
り
」
と
あ
っ
て
、
往
時
は
東
寺
塔
頭
の
「
名
刹
」
と
い
わ
れ
た
が
、
今
か
ら
二
、
三
〇
年
前
頃
に
廃
寺
と
な
っ
た
由
で
あ
る
。
　
こ
の
集
の
成
立
は
い
つ
か
。
全
く
分
ら
な
い
が
、
奥
に
「
夢
（
花
押
）」
と
署
名
が
あ
り
、
夢
庵
と
号
し
た
牡
丹
花
肖
柏
の
も
の
で
あ
る
の
は
間
違
い
な
い
。
肖
柏
（
一
四
四
三
〜
一
五
二
七
）
に
つ
い
て
は
記
す
ま
で
も
な
い
が
、
中
院
通
淳
の
子
で
、
若
く
し
て
出
家
、
宗
祇
に
和
歌
・
連
歌
・
古
典
文
学
を
学
び
、
有
名
な
水
無
瀬
三
吟
の
一
人
で
あ
り
、
家
集
・
句
集
に
同
名
の
『
春
夢
草
』
が
あ
り
、
『
源
氏
物
語
』『
古
今
集
』
の
注
釈
に
関
わ
り
、
幅
広
い
学
識
・
教
養
を
持
つ
人
物
で
あ
っ
た
。
　
夢
庵
と
い
う
号
は
、
常
庵
竜
崇
の
「
肖
柏
画
像
賛
」
に
よ
る
と
、
池
田
の
庵
室
を
「
夢
庵
」
と
名
づ
け
た
の
に
由
来
す
る
。
そ
れ
は
木
藤
才
蔵
「
肖
柏
の
伝
記
」（『
連
歌
史
論
考
』
上
、
五
二
四
頁
以
下
）
に
よ
る
と
、（
文
明
一
四
年
以
後
）
一
六
年
（
一
四
八
四
）
六
月
三
〇
日
以
前
と
い
う
。
従
っ
て
、
こ
の
本
祐
の
詠
に
評
点
を
付
し
た
の
は
文
明
一
六
年
（
四
二
歳
）
頃
よ
り
後
で
あ
る
の
は
確
か
で
あ
る
。
肖
柏
は
永
正
八
年
（
一
五
一
一
）
冬
、
牡
丹
花
と
改
名
し
た
が
、
終
生
、
夢
庵
と
も
称
せ
ら
れ
た
か
ら
（『
再
昌
草
』）、こ
の
署
名
の
み
で
は
何
と
も
い
え
な
い
。
が
、
極
め
て
乱
暴
に
、
牡
丹
花
と
改
名
す
る
以
前
と
す
れ
ば
、
文
明
末
〜
永
正
初
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
幅
の
広
い
時
期
設
定
し
か
で
き
な
い
に
し
て
も
、
西
暦
一
五
〇
〇
年
前
後
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
た
だ
し
も
ち
ろ
ん
憶
測
で
あ
る
。
　
こ
の
歌
巻
は
、
室
町
中
期
の
一
人
の
数
寄
の
歌
僧
の
詠
を
、
当
代
の
大
家
と
目
せ
ら
れ
た
肖
柏
が
、
お
そ
ら
く
激
励
の
意
図
を
込
め
て
多
く
の
歌
に
合
点
を
施
し
、
一
方
、
評
詞
に
よ
っ
て
的
確
に
欠
点
を
指
摘
し
、
ま
た
懇
切
な
添
削
を
行
っ
た
、
興
味
深
い
詠
草
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
　
本
祐
は
非
専
門
歌
人
の
一
人
に
過
ぎ
な
い
が
、
こ
う
い
う
人
物
が
当
時
の
歌
壇
の
基
底
部
を
支
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
ク
ラ
ス
の
人
物
の
詠
草
は
そ
う
多
く
は
残
っ
て
い
な
い
の
で
、
彼
ら
の
力
量
を
窺
い
得
る
好
資
料
で
あ
り
、
ま
た
す
ぐ
れ
た
専
門
歌
人
・
連
歌
師
で
あ
っ
た
肖
柏
が
自
ら
手
を
下
し
て
指
導
し
た
姿
を
示
す
も
の
と
し
て
も
貴
重
な
作
品
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
―　　―
　
　
　
な
お
、
記
述
に
あ
た
っ
て
、
小
池
一
行
・
中
村
文
氏
の
御
教
示
を
受
け
た
所
が
あ
り
、
謝
意
を
表
し
た
い
。
（
井
上
宗
雄
）　
　
四　
太
神
宮
法
楽
百
首
（
十
市
遠
忠
百
首
）
　
室
町
後
期
の
武
将
十
市
遠
忠
が
、
伊
勢
神
宮
奉
納
の
た
め
に
詠
じ
た
百
首
歌
に
、
三
条
西
実
隆
が
合
点
・
添
削
・
評
詞
を
加
え
た
自
筆
原
本
。
　
横
本
袋
綴
一
冊
。
褐
色
表
紙
（
原
表
紙
か
）。
外
題
は
な
い
。
見
返
し
、
打
曇
り
の
斐
楮
交
漉
紙
。
寸
法
は
、
縦
一
九
・
一
セ
ン
チ
、
横
二
七
・
〇
セ
ン
チ
。
本
文
料
紙
は
、
斐
楮
交
漉
の
素
紙
。
遊
紙
な
し
。
墨
付
一
三
丁
。
端
作
、「
太
神
宮
法
楽
百
首　
遠
忠
上
」。
一
面
一
一
〜
一
二
行
書
き
。
字
高
約
一
七
セ
ン
チ
。
和
歌
二
行
書
き
。
歌
題
約
二
字
下
げ
。
箱
、
極
め
、
奥
書
等
は
な
い
。
本
文
は
、
十
市
遠
忠
の
真
跡
と
比
較
し
て
、
自
筆
と
認
め
ら
れ
る
。
添
削
や
合
点
・
評
詞
な
ど
の
書
き
入
れ
が
存
す
る
が
、
こ
れ
ら
は
別
筆
と
見
ら
れ
る
。
　
巻
頭
、
　
　
立
春


氷
と
く
み
も
す
そ
河
に
風
立
て
神
路
の
山
そ
か
す
み
そ
め
け
る
か
ら
、
巻
軸
、
　
　
祝
言
此
や
と
に
鶴
と
亀
と
の
よ
は
ひ
も
て
よ
ろ
つ
世
な
れ
ん
松
竹
の
陰
ま
で
百
題
百
首
。
歌
題
を
一
覧
す
る
（
本
文
に
部
立
は
な
い
が
、
便
宜
的
に
掲
げ
る
）。
春
二
〇
首　
立
春
（
点
あ
り
）・
山
霞
・
浦
霞
・
鴬
・
若
菜
（
点
あ
り
）・
梅
風
・
夜
梅
（
点
あ
り
）・
柳
（
点
あ
り
）・
春
雨
（
点
あ
り
）・
春
月
・
帰
雁
・
尋
花
・
見
花
・
盛
花
・
惜
花
（
点
あ
り
）・
落
花
・
苗
代
（
点
あ
り
）・
款
冬
・
藤
・
三
月
尽
夏
一
五
首　
更
衣
（
点
あ
り
）・
卯
花
（
点
あ
り
）・
待
郭
公
（
点
あ
り
）・
郭
公
遍
（
点
あ
り
）・
早
苗
（
点
あ
り
）・
橘
・
菖
蒲
・
五
月
雨
雲
・
河
五
月
雨
・
夏
月
・
夏
草
（
点
あ
り
）・
蛍
・
夕
立
・
納
涼
・
六
月
祓
新
収
の
中
世
歌
書
四
点
―　　―
秋
二
〇
首　
初
秋
（
点
あ
り
）・
七
夕
・
荻
（
点
あ
り
）・
萩
（
点
あ
り
）・
雁
（
点
あ
り
）・
鹿
・
虫
・
秋
夕
（
点
あ
り
）・
秋
田
・
嶺
月
（
点
あ
り
）・
原
月
・
関
月
・
潟
月
（
点
あ
り
）・
湖
月
（
点
あ
り
）・
擣
衣
・
霧
・
菊
・
杜
紅
葉
・
瀧
紅
葉
・
暮
秋
（
点
あ
り
）
冬
一
五
首　
時
雨
・
落
葉
・
霜
（
点
あ
り
）・
冬
月
・
寒
蘆
・
氷
・
霰
・
千
鳥
・
水
鳥
・
野
雪
・
庭
雪
（
点
あ
り
）・
神
楽
・
鷹
狩
・
炭
竈
・
歳
暮
恋
二
〇
首　
初
恋
・
忍
恋
・
祈
恋
・
不
逢
恋
（
点
あ
り
）・
聞
恋
・
見
恋
・
契
恋
・
待
恋
・
逢
恋
・
別
恋
・
後
朝
恋
・
顕
恋
（
点
あ
り
）・
遇
不
会
恋
・
増
恋
・
変
恋
（
点
あ
り
）・
稀
恋
・
久
恋
・
忘
恋
・
絶
恋
・
恨
恋
（
点
あ
り
）
雑
一
〇
首　
暁
・
松
・
竹
・
山
家
・
田
家
（
点
あ
り
）・
旅
（
点
あ
り
）・
海
路
・
述
懐
・
神
祇
（
点
あ
り
）・
祝
言
（
点
あ
り
）
　
こ
の
歌
題
構
成
は
、
三
条
西
実
隆
の
『
雪
玉
集
』
に
収
め
る
、
「
永
正
三
後
五
十
八
侍
従
大
納
言
家
着
到
百
首
和
歌
」（
新
編
国
歌
大
観
四
八
五
四
〜
五
〇
五
一
）
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
異
な
る
の
は
、
本
百
首
の
「
初
秋
」
が
「
早
秋
」、「
祝
言
」
が
「
祝
」
と
あ
る
こ
と
、
及
び
、
本
百
首
に
見
え
る
「
山
家
」
題
を
『
雪
玉
集
』
が
欠
く
こ
と
な
の
で
、
ま
ず
こ
の
着
到
歌
題
に
拠
っ
た
と
見
て
よ
い
。
　
右
掲
の
よ
う
に
、
三
二
首
に
合
点
が
付
さ
れ
る
他
、
行
間
に
歌
句
の
添
削
や
評
詞
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
遠
忠
自
身
に
よ
る
歌
句
の
訂
正
や
詠
み
直
し
た
歌
も
記
入
さ
れ
て
い
る
。
　
さ
て
、
遠
忠
に
は
、
正
続
『
群
書
類
従
』
や
『
私
家
集
大
成
』
な
ど
に
翻
刻
公
刊
さ
れ
た
以
外
に
も
、
自
筆
原
本
を
含
む
数
多
く
の
詠
草
が
伝
存
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
う
ち
、
次
の
三
点
の
資
料
と
の
間
に
、
本
百
首
と
の
重
出
が
見
出
さ
れ
た
。
　
一
つ
は
、『
私
家
集
大
成
７
』「
遠
忠
Ⅲ
」（【
十
市
遠
忠
詠
草
】）
所
収
、「
春
日
法
楽
歌
合
」
中
の
一
首
、「
ふ
せ
の
海
や
あ
り
そ
の
か
よ
ひ
く
ま
も
な
く
月
に
見
え
ゆ
く
秋
の
う
ら
波
」（
二
三
一
）
の
左
注
、大
神
宮
法
楽
百
首
中
、
湖
月　
晴
渡
る
浪
路
は
る
け
き
ふ
せ
の
海
や
あ
り
そ
の
か
よ
ひ
月
に
み
え
ゆ
く
、
清
書
之
後
見
付
、
但
雖
失
念
為
愚
詠
間
不
苦
候
歟
―　　―
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
本
書
「
湖
月
」
歌
と
の
同
類
を
指
摘
し
た
も
の
だ
が
、
自
身
の
旧
作
で
あ
る
か
ら
構
わ
な
い
だ
ろ
う
と
の
意
で
あ
る
。「
遠
忠
Ⅲ
」
は
、
天
文
三
〜
四
年
（
一
五
三
四
〜
五
）
の
日
次
詠
草
で
あ
り
、「
春
日
法
楽
歌
合
」
は
四
年
時
の
も
の
で
あ
る
。
　
二
つ
め
は
、『
続
群
書
類
従
』
巻
三
九
四
所
収
『
十
市
遠
忠
百
首
』
に
、「
太
神
宮
法
楽
百
首
中
」
と
し
て
見
え
る
一
六
首
で
あ
る
。
こ
れ
ら
が
い
ず
れ
も
、
本
百
首
所
収
歌
と
一
致
す
る
。『
十
市
遠
忠
百
首
』
は
、
遠
忠
が
天
文
三
年
春
夏
に
詠
作
し
た
歌
約
六
百
首
を
実
隆
に
見
せ
、
点
を
得
た
三
百
余
首
の
中
か
ら
百
首
を
抜
い
て
編
ん
だ
も
の
で
、
富
小
路
資
直
が
和
し
て
詠
じ
た
百
首
も
書
き
添
え
ら
れ
て
い
る
。
　
三
つ
め
は
、
尊
経
閣
文
庫
蔵
『
歌
書
数
種
』（
什
上
・
四
六
）
中
の
一
冊
、『
逍
遙
院
御
点
抜
書
天
文
三
年
中
』（
遠
忠
自
筆
）
に
、「
百
首
中
太
神
宮
法
楽
」
と
し
て
掲
げ
ら
れ
る
三
二
首
で
あ
る
。
こ
の
書
は
、
ほ
ぼ
天
文
三
年
中
に
詠
じ
た
歌
の
う
ち
、「
逍
遙
院
（
実
隆
）」
の
合
点
を
得
た
も
の
を
抄
出
し
た
家
集
で
あ
る
。
実
際
、
抜
書
さ
れ
た
三
二
首
は
、
す
べ
て
本
百
首
で
合
点
が
付
さ
れ
た
歌
で
あ
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
。
　
以
上
か
ら
、
本
百
首
は
天
文
三
年
の
春
夏
頃
（
遠
忠
三
八
歳
）
の
詠
作
と
見
ら
れ
、
評
者
は
三
条
西
実
隆
と
判
明
す
る
。
本
書
の
合
点
や
添
削
・
評
詞
も
、
お
そ
ら
く
実
隆
の
自
筆
と
推
測
さ
れ
る
。
　
遠
忠
は
、
実
隆
の
指
摘
に
忠
実
に
従
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
　
　
杜
紅
葉　
秋
に
た
へ
す
色
に
い
て
ゝ
や
枩
の
か
け
に
　
　
　
　
　
　
夕
日
う
つ
ろ
ふ
し
た
も
み
ち
哉　
　
改
之
今
は
ゝ
や
露
も
し
く
れ
も
も
る
山
の
し
た
草
か
け
て
色
に
い
て
け
り
　
　
　
　
拾
遺
集
神
な
ひ
の
み
む
ろ
の
山
を
け
ふ
み
れ
は
　
　
　
　
下
草
か
け
て
色
つ
き
に
け
り　
相
似
候
哉
や
、　
　
五
月
雨
雲
日
数
ふ
る
木
々
の
し
た
葉
や
朽
ぬ
ら
ん
雲
ま
も
み
え
ぬ
嶺
の
さ
み
た
れ　
の
空　
私
改
之
　
　
　
　
　
　
　
結
句
お
も
は
し
か
ら
す
や
の
よ
う
に
、
実
隆
の
指
摘
通
り
に
歌
句
の
一
部
や
一
首
全
体
を
詠
み
直
し
て
い
る
し
、
　
　
霜
新
収
の
中
世
歌
書
四
点
―　　―


日
影
を
も
ま
た
て
そ
み
ゆ
る
有
明
の
や 
ち 
き 
え 
行
ひ
か
り
と
ゝ
も
に
き
ゆ
る
あ
さ
霜
さ
歟
は
、『
十
市
遠
忠
百
首
』
や
『
逍
遙
院
御
点
抜
書
』
に
は
、「
日
か
け
を
や
ま
ち
て
消
ゆ
く
有
明
の
ひ
か
り
と
と
も
に
さ
ゆ
る
あ
さ
霜
」
と
、
実
隆
が
訂
正
し
た
形
で
収
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
な
お
三
例
め
の
場
合
、
歌
句
を
添
削
し
た
歌
に
点
が
付
さ
れ
て
い
る
（
他
に
も
、
潟
月
・
庭
雪
・
不
逢
恋
・
顕
恋
で
合
点
と
添
削
が
併
存
す
る
）
が
、
こ
れ
は
、
詞
遣
い
に
は
難
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
一
首
全
体
の
発
想
は
評
価
し
て
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
批
評
の
仕
方
と
し
て
は
配
慮
に
満
ち
た
感
が
あ
り
、
実
隆
の
態
度
を
知
る
上
で
興
味
深
い
事
例
と
い
え
よ
う
。
　
以
上
、
本
書
は
、
十
市
遠
忠
が
天
文
三
年
春
夏
頃
、
伊
勢
神
宮
奉
納
の
た
め
詠
じ
た
百
首
に
、
三
条
西
実
隆
が
批
評
を
加
え
た
原
本
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
本
書
を
そ
の
一
部
と
し
て
、『
十
市
遠
忠
百
首
』
や
『
逍
遙
院
御
点
抜
書
』
が
編
ま
れ
て
い
っ
た
過
程
も
明
ら
か
と
な
る
。
遠
忠
の
膨
大
な
詠
草
群
の
整
理
は
今
後
の
課
題
だ
が
、
そ
の
際
本
書
は
重
要
な
情
報
を
提
供
し
う
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
実
隆
の
批
評
態
度
が
窺
わ
れ
る
点
も
貴
重
で
あ
ろ
う
。
　
作
者
の
遠
忠
は
、
明
応
六
年
（
一
四
九
七
）
生
、
天
文
一
四
年
（
一
五
四
五
）
没
。
四
九
歳
。
大
和
の
豪
族
で
十
市
郡
を
本
拠
と
す
る
十
市
氏
の
人
。
和
歌
に
傾
倒
し
た
戦
国
武
士
の
典
型
と
言
い
う
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
伝
存
す
る
詠
草
は
夥
し
い
数
に
上
る
（
な
お
本
館
に
は
、
遠
忠
の
三
十
番
自
歌
合
の
清
書
本
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
井
上
「『
十
市
遠
忠
三
十
番
自
歌
合
』
に
つ
い
て
」『
図
書
館
紀
要
』
四
四
、
一
九
九
七
・
三
）。
そ
の
他
『
李
花
集
』
や
『
清
輔
集
』
を
は
じ
め
、
多
く
の
歌
書
類
を
書
写
し
た
功
績
は
大
き
い
。
（
小
林
大
輔
）　
【
付
記
】　
本
稿
の
作
成
に
当
た
り
、
兼
築
信
行
氏
の
御
教
示
を
得
た
。
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。
　（
い
の
う
え　
む
ね
お　
立
教
大
学
名
誉
教
授
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
こ
ば
や
し　
だ
い
す
け　
早
稲
田
大
学
本
庄
高
等
学
院
非
常
勤
講
師
）　　
（
さ
か
い　
し
げ
ゆ
き　
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
）
―　　―
